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科目群 部門 科　目 必修

国際関係入門

英語学科授業科目表
学則別表Ⅰ-2-1 英語学科 学科基礎科目

英語圏の文学・文化入門
英語学入門
Lecture Workshop Ⅰ

Comprehensive EnglishⅠ
Lecture Workshop Ⅱ

Comprehensive English Ⅱ
Comprehensive English Ⅲ
Comprehensive English Ⅳ

メディア・コミュニケーション入門

Reading Strategies Ⅰ
Reading Strategies Ⅱ
Reading Strategies Ⅲ

2

Reading Strategies Ⅳ

2
2 2
2 2
2 2
2 2
2 2
2 2
2 2

英 1 1
1 1
1 1

語 1 1
1 1
1 1

Writing Skills Ⅰ
Writing Skills Ⅱ
Writing Skills Ⅲ

1

Writing Skills Ⅳ

1
1 1
1 1
1 1
1E-learning Ⅰ 1
1 1E-learning Ⅱ

卒業に必要な単位数 28
備考：

学則別表Ⅰ-2-2 英語学科 学科共通科目・学科専門科目・全学共通授業科目
グローバル社会コース 文学・文化・歴史コースメディア・コミュニケーションコース

部門
言語・教育コース

科目群
必修

科　目
選択必修 選択 必修 選択必修 選択 必修 選択必修 選択 必修 選択必修 選択

英語専門講読  Ⅰ
英語専門講読 Ⅱ
Advanced Writing
College Grammar
Communication Skills
Discussion
Debate Ⅰ
Debate Ⅱ
English Communication SeminarⅠ

English Communication SeminarⅡ

Academic Lecture
Academic Presentation Skills

Listening and Pronunciation
英語の音声
通訳 Ⅰ
通訳 Ⅱ
翻訳
英語ビジネス・コミュニケーション

メディア英語 Ⅰ
メディア英語 Ⅱ

2

シネマ英語

12 12 12 12

学
科

英
共

8 8

英語ビジネス・コミュニケーション実務

8 8通
語

科

2目

国際ツーリズム論
国際ツーリズム各論
世界ブランド論
ポップカルチャー・スタディーズ
フィルム・スタディーズ

2
24

海外留学と国際理解

28 30 30

Global Studies 1
Global Studies 2

ステージ・パフォーマンス

Global Studies 3学
科 グローバル社会論ａ

グローバル社会論ｂ
英語圏の国際関係ａ
英語圏の国際関係ｂ
グローバル・ヒストリーａ

国際開発論

国際交流論
国際協力論

グローバル・ヒストリーｂ

国際関係特殊講義ａ
国際関係特殊講義ｂ

国際ＮＧＯ・ボランティア論
国際リスク・海洋論

国際関係文献セミナーａ

専
門
科
目

20

国際関係文献セミナーｂ56  2
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 ○ 本表は、2019年度入学者から適用する。
ただし、2018年度以前に入学した者ならびに2019年度以前に第2学年に入学した者および2020年度以前に第3学年に入学した者については、なお従前の例による。
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メディア文化論
異文化コミュニケーション論

イメージ文化論
メディア・スタディーズ

コミュニケーション論
視覚コミュニケーション論
マス・コミュニケーション論
スピーチ・コミュニケーション論
コミュニケーション論特殊講義 ａ
コミュニケーション論特殊講義 ｂ
コミュニケーション論文献セミナー ａ

2 2
2 2
2
2
2
2
2
2 16
2
2
2

コミュニケーション論文献セミナー ｂ 2
英語圏の文学・文化 ａ
英語圏の文学・文化 ｂ
英語圏の文学・文化・批評 ａ
英語圏の文学・文化・批評 ｂ
英語圏の社会・思想・歴史 ａ
英語圏の社会・思想・歴史 ｂ
英語圏のエリア・スタディーズ ａ

英語圏の文学･文化特殊講義 ａ
英語圏のエリア・スタディーズ  b

英語圏の文学･文化特殊講義  b
英語圏の文学・文化文献セミナー ａ

2 2
2 2
2
2
2
2
2 14

英語圏の文学・文化文献セミナー ｂ

2
2
2
2
2

言語学の世界
コーパス言語学 ａ

英語教育研究
英語教育教材論
音声･音韻論 ａ

コーパス言語学 ｂ

音声･音韻論 ｂ
シンタクス ａ

意味論 ａ
意味論 ｂ

シンタクス ｂ

言語・教育特殊講義 ａ
言語・教育特殊講義 ｂ
言語・教育文献セミナー ａ

2 2
2
2
2
2
2
2

言語・教育文献セミナー ｂ

2  16
2
2
2
2
2
2
2

学科関連科目 交流文化 交流文化論＊ 2
2
2
2
2
2

卒業論文 4
特別セミナー

免許**

全学総合講座部門

英語科教科教育法Ⅰ

英語科教科教育法Ⅱ

英語科教科教育法Ⅲ

英語科教科教育法Ⅳ

外国語学部共通科目（別表Ⅰ-5）

全学共通講義科目部門
全学共通実践科目部門

16 16 16 16スポーツ・レクリエーション部門
外国語部門（英語以外）＊＊

日本語部門＊＊＊ 8 8 8 8

英語部門＊＊＊＊

演習 2 8 8 8 8
24 36 40 24 32 44 24 30 46 22 32 46

100 100 100
卒業に必要な単位数

100
128 128 128 128卒業に必要な単位数の合計

57  

15_5外国語_国際教養P33_110.indd   57 2015/03/10   14:08:30

英
語
学
科

文
学
・
文
化
・
歴
史

言
語
・
教
育

全
学
総
合
科
目
群
外
国
語
科
目
群

全
学
共
通
授
業
科
目

備考 
（1） 
     ただし、他学部科目の単位は、8単位以内とする。

（2）*交流文化論は、「別表Ⅰ－４ 交流文化学科」学科専門科目ツーリズム部門およびトランスナショナル文化部門の別に定める科目から、8単位を上限として履修することがで
きる。ただし、交流文化学科の科目は他学部他学科履修科目としては履修できない。

（4）***外国語部門（英語以外）は、ドイツ語、フランス語、スペイン語、中国語、韓国語のうちいずれか一カ国語とし、1学年（1,2学期）に4単位、2学年（3,4学期）に4単位を履修するものとする。
（5）****日本語部門は、外国人学生および帰国学生が、別に定める規程に基づき履修することができる。
（6）*****英語学科学生は、「全学共通授業科目 外国語科目群」の英語部門は履修することができない。

グローバル社会コース 文学・文化・歴史コースメディア・コミュニケーションコース
部門

言語・教育コース
科目群

必修
科　目

選択必修 選択 必修 選択必修 選択 必修 選択必修 選択 必修 選択必修 選択
単
位

（3）**「英語科教科教育法Ⅰ」、「英語科教科教育法Ⅱ」、「英語科教科教育法Ⅲ」、「英語科教科教育法Ⅳ」は、教職課程履修者のみ履修することができる。

卒業に必要な選択科目のうち16単位までは、他学部および他学科の単位をもって代用できる。

○ 本表は、2019年度入学者から適用する。ただし、2018年度以前に入学した者ならびに2019年度以前に第2学年に入学した者および2020年度以前に第3学年に入学した者につ
　 いては、なお従前の例による。
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英語学科科目特性表

 学期配当
科目 受講制限 既修・履修条件  重複履修 備考

1 2 3 4 5 6 7 8

国際関係入門 2 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×クラス指定
2 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×メディア・コミュニケーション入門 クラス指定
2 ● ○英語圏の文学・文化入門 ○ ○ ○ ○ ○ ×

英語学入門 2
クラス指定

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×クラス指定
Lecture Workshop Ⅰ 2 ● ○ ○ ○

○○ ○ ○
○○ ○ ○ ×クラス指定

Lecture Workshop Ⅱ 2 ● ○ ○ ×
Comprehensive English Ⅰ 2
Comprehensive English Ⅱ

● ○○ ○ ○
○○ ○ ○

×
2

クラス指定
● ○ ○ ×

Comprehensive English Ⅲ　 1
Comprehensive English Ⅳ 

● ○ ○
○○ ○

×
1

クラス指定
● ○ ×

Reading Strategies Ⅰ
Reading Strategies Ⅱ

1 ● ○○ ○ ○
○○ ○ ○

○ ○ ○ ×
1 ●

クラス指定
○ ○ ×

Reading Strategies Ⅲ 1
Reading Strategies Ⅳ 

● ○ ○ ×
1 ●

クラス指定
○ ○ ×クラス指定

Writing Skills Ⅰ 1 ● ○○ ○ ○ ×クラス指定
Writing Skills Ⅱ 1 ● ○ ○ ×
Writing Skills Ⅲ 1 ● ○ ○ ×クラス指定
Writing Skills Ⅳ 1 ● ○ ○ ×クラス指定

1E-learning Ⅰ ● ○○ ○ ○
○ ○ ○

○○ ○ ○

○ ○ ○

×クラス指定
1E-learning Ⅱ ● ○ ○ ×

2英語専門講読 Ⅰ ○ ○ ○

○ ○ ○

○○ ○ ○

◎ ○
・3・4学期は4単位
・5･6学期は8単位
・7・8学期は前学期までに修得した単位がComprehensive English Ⅰ・Ⅱ

およびReading Strategies Ⅰ・Ⅱ
英 2英語専門講読 Ⅱ ○ ○ ○ ◎ ○

語
Advanced Writing 2 ○ ○ ○ ○

   0～2単位→16単位
可修履でま      位単21→位単6～4 

   8～12単位→8単位

◎ Writing Skills Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ ○または中級レベル

College Grammar ★ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

同一教員の場合は教員の許可を得ること

2科目までComprehensive English Ⅰ・Ⅱ
およびReading Strategies Ⅰ・Ⅱ

同一学期内同一教員不可

Communication Skills 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○
Comprehensive English Ⅰ・Ⅱ
およびReading Strategies Ⅰ・Ⅱ
または中級レベル

Comprehensive English Ⅰ・Ⅱ
およびReading Strategies Ⅰ・Ⅱ
または中級レベル
Comprehensive English Ⅰ・Ⅱ
およびReading Strategies Ⅰ・Ⅱ
または中級レベル

Discussion 2

2

2

2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

同一教員の場合は教員の許可を得ること

○中級レベル 同一教員の場合は教員の許可を得ること

2Debate Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○中級レベル

中級レベル

中級レベル

2Debate Ⅱ

 

○○ ○ ○ ○ ○

○○ ○ ○ ○ ○

○○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

◎

◎

◎

◎

○

同一教員の場
同一教員の場合やDebateⅠを未履修で
履修する場合は、教員の許可を得ること

合は教員の許可を得ること

Academic Lecture ★ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ Lecture Workshop Ⅰ・Ⅱ 2科目まで
Listening and Pronunciation 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

◎
×

×

×

×
同一教員の場合は教員の許可を得ること

2 ○英語の音声 ○ ○ ○ ○ ○ ×
2通訳 Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○中級レベル 同一学期内同一教員不可
2通訳 Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

翻訳

通訳Ⅰまたは上級レベル
2 ○ ○

同一学期内同一教員不可
○ ○ ○ ○ ◎ ○中級レベル 同一教員の場合は教員の許可を得ること

2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎英語ビジネス・コミュニケーション ★ 2科目までComprehensive English Ⅰ・Ⅱ
およびReading Strategies Ⅰ・Ⅱ

同一教員の場合は教員の許可を得ること

2 ○ ○ ○ ○ ◎英語ビジネス・コミュニケーション実務 ○英語ビジネス・コミュニケーション

2 ○ ○ ○

同一教員の場合は教員の許可を得ること

○ ○メディア英語 Ⅰ ★ ○ ◎ 2科目までComprehensive English Ⅰ・Ⅱ
およびReading Strategies Ⅰ・Ⅱ

2 ○ ○ ○ ○ ○メディア英語 Ⅱ 

同一教員の場合は教員の許可を得ること

○ ◎ ○中級レベル
2 ○シネマ英語 ○ ○ ○ ○ ○ ◎

◎
◎
◎

同一教員の場合は教員の許可を得ること
○中級レベル

2 ○ ○ ○国際ツーリズム論 ○ ○

同一教員の場合は教員の許可を得ること

○ ×Comprehensive English Ⅰ・Ⅱ
およびReading Strategies Ⅰ・Ⅱ

2 ○ ○ ○ ○国際ツーリズム各論 ○ ○ ×

2

Comprehensive English Ⅰ・Ⅱ
およびReading Strategies Ⅰ・Ⅱ

○ ○ ○世界ブランド論 ○ ○ Comprehensive English Ⅰ・Ⅱ
○ ×およびReading Strategies Ⅰ・Ⅱ

2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ポップカルチャー・スタディーズ ×Comprehensive English Ⅰ・Ⅱ
およびReading Strategies Ⅰ・Ⅱ

2 ○ ○ ○ ○ ○ ○フィルム・スタディーズ ×Comprehensive English Ⅰ・Ⅱ
およびReading Strategies Ⅰ・Ⅱ

2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ステージ・パフォーマンス ×

海外留学と国際理解 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○

Comprehensive English Ⅰ・Ⅱ
およびReading Strategies Ⅰ・Ⅱ

×

Global Studies 1 2 ○ ○

Comprehensive English Ⅰ・Ⅱ
およびReading Strategies Ⅰ・Ⅱ

○ ○ ○ ○ Lecture Workshop Ⅰ・Ⅱ ×
Global Studies 2 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ Lecture Workshop Ⅰ・Ⅱ ×
Global Studies 3 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ Lecture Workshop Ⅰ・Ⅱ ×

○
○ ○ ○

クラス指定

○
○ ○ ○

クラス指定

○ クラス指定

○
○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

クラス指定

○ クラス指定

単
位

○ クラス指定

部
門

科
目
群

学
科
基
礎
科
目

学
科
共
通
科
目

学
科
専
門
科
目

English Communication SeminarⅠ

English Communication SeminarⅡ

Academic Presentation Skills
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 学期配当
受講制限科目 既修・履修条件 備考 重複履修

1 2 3 4 5 6 7 8

グローバル社会論 a 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
グローバル社会論 b 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○
×

英語圏の国際関係 a 2 ○ ○ ○
○ ○ ○

×
英語圏の国際関係 b 2 ○ ○ ○

○ ○ ○
×

2 ○ ○ ○
○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

グローバル・ヒストリー ａ ×
2 ○ ○ ○グローバル・ヒストリー ｂ ×

国際開発論 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
国際協力論 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
国際交流論 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
国際ＮＧＯ・ボランティア論 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
国際リスク・海洋論 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

×
国際関係特殊講義 ａ 2 ○ ○ ○ ○
国際関係特殊講義 ｂ 2 ○ ○ ○ ○

同一教員の場合は教員の許可を得ること

国際関係文献セミナー ａ 2 ○ ○ ◎ ○
2国際関係文献セミナー ｂ ○ ○

同一教員の場合は教員の許可を得ること

◎ ○
異文化コミュニケーション論　 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
メディア文化論 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
メディア・スタディーズ 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
イメージ文化論 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
コミュニケーション論 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
視覚コミュニケーション論 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

2マス・コミュニケーション論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
2 ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

×スピーチ・コミュニケーション論　
コミュニケーション論特殊講義 ａ 2 ○ ○ ○

○ ○ ○
○

コミュニケーション論特殊講義 ｂ 2 ○ ○ ○ ○
　同一教員の場合は教員の許可を得ること
　同一教員の場合は教員の許可を得ること

2 ○ ○ ◎ ○コミュニケーション論文献セミナー ａ
2 ○ ○ ◎ ○

英語圏の文学・文化 ａ 2 ○ ○ ○
コミュニケーション論文献セミナー ｂ

×
英語圏の文学・文化 ｂ ○ ○ ○ ×
英語圏の文学・文化・批評 ａ ○ ○ ○ ○
英語圏の文学・文化・批評 ｂ 2 ○ ○ ○ ○

同一教員の場合は教員の許可を得ること

英語圏の社会・思想・歴史 ａ 2 ○ ○ ○
同一教員の場合は教員の許可を得ること

英語圏の社会・思想・歴史 ｂ 2 ○ ○ ○
同一教員の場合は教員の許可を得ること

英語圏のエリアスタディーズ a 2 ○ ○ ○
○ ○ ○

×
英語圏のエリアスタディーズ b 2 ○ ○ ○

同一教員の場合は教員の許可を得ること

×
2 ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

英語圏の文学・文化特殊講義 ａ
2 ○ ○ ○英語圏の文学・文化特殊講義 ｂ

同一教員の場合は教員の許可を得ること

英語圏の文学・文化文献セミナー ａ 2 ○ ○
英語圏の文学・文化文献セミナー ｂ 2 ○ ○
言語学の世界 2 ○ ○ ○

同一教員の場合は教員の許可を得ること

○ ○ ○ ×
コーパス言語学 ａ 2 ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

×
コーパス言語学 ｂ 2 ○ ○ ○ ×
英語教育研究 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○
英語教育教材論 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○

同一教員の場合は教員の許可を得ること

音声・音韻論 a 2 ○ ○ ○
音声・音韻論 b 2 ○ ○ ○
シンタクス a 2

同一教員の場合は教員の許可を得ること

○ ○ ○
○ ○ ○

○ ○ ○

○
○
×
×
×
×

×

×
×
×
×

シンタクス b 2 ○ ○ ○
意味論 a 2 ○

○
○ ○
○ ○

○
意味論 b 2 ○ ○ ○ ○

同一教員の場合は教員の許可を得ること

言語・教育特殊講義 ａ 2 ○ ○ ○
○ ○ ○

○ ○

○
同一教員の場合は教員の許可を得ること

言語・教育特殊講義 ｂ 2 ○ ○ ○ ○
同一教員の場合は教員の許可を得ること

言語・教育文献セミナー ａ 2 ○ ○ ◎ ○
言語・教育文献セミナー ｂ 2 ○ ○ ◎ ○

同一教員の場合は教員の許可を得ること

交流文化論 2
2
2
2
2

学科関連科目 交流文化 ○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○
○ ● ○ ○ ○ ○

● ○ ○ ○
○ ● ○ ○
○ ○ ○ ○

◎

◎
◎

8単位まで

2 ○ ○特別セミナー ○ ○ ○
2 ○

ただし、同一副題の科目については重複履修不可

○ ○ ○特別セミナー（CAEL） ○ ○ ◎
卒業論文 4 ＊ ○
外国語学部共通科目　

2 ○ ○ ○ ○

全学共通授業科目

◎ 3学期終了時20単位以上
の修得単位が必要

TOEIC  LISTENING AND READING TEST® 600点以上

中級
TOEFL  TEST® TOEFL  TEST®

5・6・7・8学期で履修

上級

実用英語技能検定　準1級以上
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演習

（PBT） 520点以上
（iBT） 68点以上

（PBT） 480点以上
（iBT） 54点以上

TOEIC  LISTENING AND READING TEST® 800点以上

英
語
学
科

○
○

○

○
○
○◎

◎

◎
◎

単
位

2
2

部
門

文
学・文
化・歴
史

言
語・教
育

科
目
群

学
科
専
門
科
目

備考：
（1）他学部・他学科の学生が★印の科目を履修する場合、既修条件はありません（交流文化学科を除く）。自分の能力と科目レベル等を考慮し、自己責任において履修してください。
（2）学期配当欄の○印は履修できる学期を、●印は履修が望まれる学期を示しています。
（3）受講制限欄に◎印のあるものは定員があります。『授業時間割表』で人数を確認してください。
（4）卒業論文（＊印）は、原則として7学期に所定の手続きが必要です。

英語レベル一覧表

外国語学部共通科目のページを参照
全学共通授業科目のページを参照

英語科教科教育法Ⅰ
英語科教科教育法Ⅱ
英語科教科教育法Ⅲ
英語科教科教育法Ⅳ

免許**

教職課程登録者
教職課程登録者
教職課程登録者
教職課程登録者
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グローバル社会コース メディア・コミュニケーションコース 文学・文化・歴史コース
必修・ 必修・

言語・教育コース
必修・ 必修・

科目群等 選択必修 選択 選択必修 選択 選択必修 選択 選択必修 選択

28単位学 科 基 礎 科 目 28単位 28単位 28単位
20単位学 科 共 通 科 目 20単位 20単位 20単位

2424単位学 科 専 門 科 目 20単位 28 18単位 30 18単位 30
－ － －外国語学部共通科目 －
－ － － －特 別 セ ミ ナ ー
－ －卒 業 論 文 － －

演 習 8単位

8単位

8単位

8単位

8単位

8単位

8単位

8単位
16 16 16 16
単全学共通授業科目
位

合 計 128単位 128単位 128単位 128単位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

国際関係入門

など

コースについて

カリキュラムの特色

英語圏の文学・文化入門

英語学入門

●

などメディア・コミュニケーション入門
●文学・文化・歴史コース

など英語圏のエリア・スタディーズa・b

要な単位数

1学期 2学期 3学期 4学期各学期に登録できる単位数 5学期 6学期 7学期 8学期
20単位 20単位 22単位 22単位 24単位 24単位 24単位 24単位

進級について

60  
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英語学科のカリキュラム

卒業に必

学科専門科目
各コースは２学年の春学期（３学期）履修
登録期間に登録をする。

●

　8学期までは修得単位数に関係なく進級できますが、各学期で登録単位数が限られているため、4学

　選択単位のうち16単位までは、他学部・他学科科目の単位を卒業要件に算入することができます。
ただし、他学部科目は8単位以内とする。

®

®

®

　一方、学科専門科目については「グローバル社会」「メディア・コミュニケーション」「文学・文化・
歴史」「言語・教育」の4コースを用意していますので、各自の興味に応じたコースを選ぶことが
できます。
　3学期の履修登録時にコースを選択します。コースごとに卒業までに修得しなければならない科目
（必修・選択必修）が定められています。

学科基礎科目

基礎から専門への流れ

　休学した場合は同一学期にとどまります。

１学年（１・２学期）に以下の科
目を指定クラスで履修する。

メディア・コミュニケーションコース
異文化コミュニケーション論・メディア文化論

期までに32単位、または6学期までに80単位を修得できない場合は、4年間で卒業することができま
せん。ただし、英検等の単位の認定、短期語学研修による単位の認定等を受けた場合はこの限りでは
ありません。

など

●言語・教育コース
コーパス言語学a・b

グローバル社会コース

※他のコースの科目も履修可能です。

グローバル社会論a・b

　

卒業に必要な単位数は128単位です。128単位の内訳は次のとおりです。

　入学時に行われるTOEIC  LISTENING AND READING TESTの得点に基づいたグループ別クラ
スを設けることで、英語コミュニケーション能力の向上を効率的に行います。また、定められたTOEIC　
LISTENING AND READING TESTやTOEFL  TESTのスコアを取得すれば、より多くの選択肢から
科目を履修することができます。
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英
語
学
科

①
②

登録できる単位数は1学期20単位、2学期20単位までです。ただし、教職・司書・司書教諭課程
科目は、この中に含まれません。
　教職課程を履修するには「課程登録」が必要です。詳しくは、教職課程ガイダンスに出席するとともに
「免許課程」のページを参照してください。

 クラス指定科目：学科基礎科目、第二外国語
 クラス指定科目以外に各自で選択して受講する科目：外国語学部共通科目、全学共通授業科目

1学年（1・2学期）
登録できる単位数

履修できる科目

クラスについて

学科基礎科目

「国際関係入門」

「メディア・コミュニケーション入門」

「Lecture Workshop Ⅰ・Ⅱ」

　専門知識を学ぶにあたって、その基礎を学修します。3学期に登録をする「コース」の手がかりとなりま
す。学期完結科目であり、1科目は2単位です。クラスにより指定された曜日・時限で履修してください。

｢英語圏の文学・文化入門」

｢英語学入門」

概　要科目名
国際関係入門
メディア・コミュニケーション入門

学期完結、春・秋学期どちらかで履修

英語学入門
英語圏の文学・文化入門

学期完結、春・秋学期どちらかで履修

　学期中の前半と後半で教員が交代するオムニバス形式の授業。身近なテーマについて「聞き取り」
練習やグループワークを通し深く掘り下げて学修します。春学期にⅠ、秋学期にⅡを履修します。1科目は
2単位です。

Lecture Workshop Ⅰ・Ⅱ

学期完結、春・秋学期どちらかで履修
学期完結、春・秋学期どちらかで履修

Comprehensive English Ⅰ・Ⅱ
Reading Strategies Ⅰ・Ⅱ

オムニバス形式の授業、春学期にⅠ・秋学期にⅡを履修

Writing Skills Ⅰ・Ⅱ

春学期にⅠ・秋学期にⅡを履修、２年次にⅢ・Ⅳを履修

E-learning Ⅰ・Ⅱ

春学期にⅠ・秋学期にⅡを履修、２年次にⅢ・Ⅳを履修
春学期にⅠ・秋学期にⅡを履修、２年次にⅢ・Ⅳを履修
コンピュータ利用による自律学習、春学期にⅠ・秋学期にⅡを履修
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指定された「学科基礎科目」「第二外国語」を履修したうえで、さらに各学期で定められている履修
単位の上限を超えない範囲で「全学共通授業科目」｢外国語学部共通科目」を履修することができま
す。他学部・他学科科目の履修は2学年（3学期）以降に可能となります。

　「全学共通授業科目」および「外国語学部共通科目」のほとんどの科目は、履修登録時に抽選となり
ます。詳しくは、『授業時間割表』で確認してください。

　 ®

　「読む・書く・話す・聞く」の4技能を総合的に学び、英語力の土台を構築します。また、2学年以降の専
門知識を学ぶにあたって、その基礎を学修します。

1学年（1・2学期）履修の学科基礎科目

　1学年のクラスは、入学時に行うTOEIC  LISTENING AND READING TESTのスコアに基づい
て、成績上位から順に3グループに分け、グループごとに均等なレベルになるようにクラス分けします。
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　週2回同一教員が担当し、「読む、書く、話す、聞く」の英語4技能を総合的に学修します。春学期にⅠ、
秋学期にⅡを履修します。1科目は2単位です。

　基礎的な読解技能を学修します。春学期にⅠ、秋学期にⅡを履修します。1科目は1単位です。

　英文の書き方の基礎を学修します。春学期にⅠ、秋学期にⅡを履修します。1科目は1単位です。

第二外国語

再履修科目

（全学共通授業科目）

履修できない科目

「Comprehensive English Ⅰ ・Ⅱ」

「Reading Strategies Ⅰ・Ⅱ」

「Writing Skills Ⅰ・Ⅱ」

「E-learning Ⅰ・Ⅱ」

6215_5外国語_国際教養P33_110.indd   14:08:312015/03/10   

　自発的な英語学修のために、コンピュータを使って自宅でも学修できる科目です。春学期にⅠ、秋学期
にⅡを履修します。1科目は1単位です。

　外国語部門（英語以外）のうち、ドイツ語・フランス語・スペイン語・中国語・韓国語の中から入学時に選
択した言語が第二外国語として受講指定されます。週2回指定された曜日・時限のクラスで受講し、2年
間で「Ⅰa・b」「Ⅱa・b」を合計8単位分履修します。1科目は1単位です。「Ⅲa・b」および選択した第二外国
語以外の言語を履修した場合は、全学共通授業科目の選択単位となります。

　学科基礎科目および第二外国語の単位を修得できなかった場合は、1学年（2学期）以降に開設され
ている科目から再履修を行ってください。

　全学共通授業科目の「英語部門」の科目は、英語学科の学生は履修できません。
　全学共通授業科目の外国語部門（英語以外）の科目のうち、第二外国語で履修している言語の「Ⅰ
a・b」および「Ⅱa・b」については、指定されたクラス以外に履修することはできません。
　また、『シラバス』目次の「履修不可」欄に、「英」「外」「全」と記載のある科目は履修できません。この
制限は、2学年以降も同様です。
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科

2学年（3・4学期）
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登録できる単位数

コースの決定

グローバル社会コース

メディア・コミュニケーションコース

文学・文化・歴史コース

「演習」の登録

学科基礎科目

言語・教育コース

要概　　科目名

Comprehensive English Ⅲ・Ⅳ

Reading Strategies Ⅲ・Ⅳ

reading, speech, presentations, discussion, personal writingなど
春学期にⅢ・秋学期にⅣを履修

Writing Skills Ⅲ・Ⅳ

担任科目、精読中心
春学期にⅢ・秋学期にⅣを履修
春学期にⅢ・秋学期にⅣを履修

「Comprehensive English Ⅲ・Ⅳ」

「Reading Strategies Ⅲ・Ⅳ」

「Writing Skills Ⅲ・Ⅳ」

　週1回英語のネイティブ・スピーカーが担当し、英語4技能を総合的に深めます。春学期にⅢ、秋学期
にⅣを履修します。1科目は1単位です。

第二外国語
（全学共通授業科目） 目は1単位です。言語の変更はできません。

　精読を中心に学修します。春学期にⅢ、秋学期にⅣを履修します。1科目は1単位です。

　英文を書く力と批判的思考力を養います。春学期にⅢ、秋学期にⅣを履修します。１科目は１単位です。

　1学年（1・2学期）で選択した第二外国語を、週２回指定された曜日・時限のクラスで履修します。1科

　2学年（3・4学期）は、学修上の進路を決定する大切な時期です。具体的には、3学期にコースを決定
し、4学期には3学年（5学期）から履修する「演習」の登録も行います。また、学科共通科目、学科専門
科目や他学部・他学科科目も履修可能となります。目的を持った履修をしていきましょう。

登録できる単位数は3学期22単位、4学期22単位までです。ただし、教職・司書・司書教諭課程科
目は、この中に含まれません。

　3学期の履修登録と同時にコースの登録をします。コースの特徴は以下を参照してください。コースご
とに卒業までに修得しなければならない科目（必修・選択必修）が異なります。一度登録したコースを途
中で変更することは、学修効果が下がるという理由から原則として認められませんので注意してくださ
い。

　国際関係におけるさまざまなアクター（国家、国際組織、NGO、地方自治体、企業など）間の相互作用と
その結果生じる諸現象を英語と各種メディアを駆使して把握・分析し、国際社会で活躍するための知識と
視点を学びます。

　文化とコミュニケーションの関係を理論と実践の両面から学び、英語による賢明な判断力と表現力を
養います。

　英語圏で生み出された詩・小説・演劇・音楽・映画などのテキストを教材としながら、英語の多様な表
現形態への理解を深め、総合的な英語力やコミュニケーション能力の向上を目指します。

　言語の仕組みや働き、習得について学ぶことと合わせて、高度な英語の運用能力を身につけることを
目指します。

　4学期中に、3学年（5学期）から履修する「演習」の登録を行います。登録の条件を『演習の手引』（4

学期に配布）で確認し、決められた期間内に必ず手続きしてださい。

　 ®

2学年（3・4学期）履修の学科基礎科目

　1学年（2学期）に受験するTOEIC  LISTENING AND READING TEST（1月下旬実施予定）の
スコアを中心にクラスが指定されます。
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再履修科目

　『授業時間割表』を参照し、再履修クラスのある科目は再履修クラスで履修します。

　1学年（1・2学期）にクラス指定された必修科目または第二外国語の単位を修得できなかった場合
は、すべての科目に優先して再履修してください。

2学年から履修できる科

目

既修・履修条件

定員

重複履修

学科共通科目
既修条件

学科共通科目を履修する際の既修条件
科目名

英語専門講読 Ⅰ・Ⅱ

　重複履修が可能な科目については「英語学科科目特性表」を参照してください。

Advanced Writing
Comprehensive English Ⅰ・Ⅱおよび Reading Strategies Ⅰ・Ⅱ

College Grammar

Communication Skills

Writing Skills Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳまたは中級レベル
Comprehensive English Ⅰ・Ⅱおよび Reading Strategies Ⅰ・Ⅱ

Discussion 中級レベル

中級レベル

Comprehensive English Ⅰ・Ⅱおよび Reading Strategies Ⅰ・Ⅱ
または中級レベル

Comprehensive English Ⅰ・Ⅱおよび Reading Strategies Ⅰ・Ⅱ
または中級レベル
Comprehensive English Ⅰ・Ⅱおよび Reading Strategies Ⅰ・Ⅱ
または中級レベル

Debat

English Communication SeminarⅠ

English Communication SeminarⅡ

eⅠ 中級レベル
中級レベル

Academic Lecture
Listening and Pronunciation

Lecture Workshop Ⅰ・Ⅱ

英語の音声
通訳 Ⅰ 中級レベル
通訳 Ⅱ 
翻訳

通訳 Ⅰまたは上級レベル
中級レベル

英語ビジネス・コミュニケーション Comprehensive English Ⅰ・Ⅱおよび Reading Strategies Ⅰ・Ⅱ
英語ビジネス・コミュニケーション実務
メディア英語 Ⅰ

英語ビジネス・コミュニケーション
Comprehensive English Ⅰ・Ⅱおよび Reading Strategies Ⅰ・Ⅱ

メディア英語 Ⅱ 中級レベル
シネマ英語 中級レベル

　なお、2学年（3・4学期）での受講指定科目と曜日・時限が重なった場合は、教務課外国語学部係に
相談してください。

　学科共通科目、学科専門科目、交流文化論、他学部・他学科科目が履修可能となります。これらの科
目には、履修できる学期、定員、既修・履修条件、重複履修等の条件がありますので、「英語学科科目
特性表」（P.58～59）を確認し、計画的に履修してください。

®

®

　大半の学科共通科目および一部の学科専門科目には受講者数の制限があります。これらの科目は
履修登録時に抽選となります。必ず抽選結果を確認してください。

学科専門科目
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　上述のとおり、大半の学科共通科目には既修・履修条件が設けられています。「英語専門講読 Ⅰ・Ⅱ」
を一例とすると、同科目は「Comprehensive English Ⅰ・Ⅱ」および「Reading Strategies Ⅰ・Ⅱ」を修得して
いないと履修できない科目となります。

　既修・履修条件以外にも大半の学科共通科目には、重複履修や定員の条件が設けられていますの
で、詳細を適宜確認するようにしてください。

　コースの必修科目も含め、各自で履修登録します。コースごとに定められた科目を計画的に履修してく
ださい。選択したコース以外の学科専門科目も履修できます。その場合、修得した単位は「学科選択科
目」に算入されます。

  　　大半の学科共通科目には既修・履修条件があります。事前に特定の科目を修得しているか、TOEIC　
LISTENING AND READING TEST・TOEFL  TESTで一定のスコアを修得していることが履修の条
件になっています。本ページの表および「英語学科科目特性表」を参照してください。

コース横断科目 3学期
修得した単位は「学科選択科目」に算入されます。

から、全てのコースで履修することができます。

DebateⅡ 

Academic Presentation Skills
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科
学
語
英

　「交流文化論」は、交流文化学科の別に定める科目（P.35参照）から、8単位を上限として2学年（3学
期）より履修することができます。なお、交流文化学科の科目は、この「交流文化論」として履修する以外
は、他学部・他学科科目として履修することはできません。

は、すべての科目に優先して再履修してください。

登録できる単位数は5学期24単位、6学期24単位までです。ただし、教職・司書・司書教諭課程科
目は、この中に含まれません。

　「英語学科授業科目表」と「英語学科科目特性表」を参照し、卒業に必要な科目を優先的に履修して
ください。

　2学年（4学期）に決定した演習を履修します。
　登録は教務課で行いますので、履修登録の際に各自で確認してください。

　2学年（4学期）までにクラス指定された必修科目および第二外国語の単位を修得できなかった場合

交流文化論

履修上の注意

演　習

登録できる単位数

再履修科目

3学年（5・6学期）

　『授業時間割表』を参照し、再履修クラスのある科目は再履修クラスで履修します。その他の科目は
『授業時間割表』および『シラバス』から選択し、履修登録時に登録してください。
　なお、「演習」と再履修科目の曜日・時限が重なった場合は、教務課外国語学部係に相談してください。
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4学年（7・8学期）

　｢卒業論文」は選択科目です。詳細は『卒業論文提出の手引』（教務課で配布）を参照してください。

　なお、「演習」と再履修科目の曜日・時限が重なった場合は、教務課外国語学部係に相談してください。

　単位が修得できなかった必修科目または第二外国語は、すべての科目に優先して再履修してください。
　『授業時間割表』を参照し、再履修クラスのある科目は再履修クラスで履修します。その他の科目は
『授業時間割表』および『シラバス』から選択し、履修登録時に登録してください。

履修上の注意

演　習

卒業論文

登録できる単位数

再履修科目

卒業について

6615_5外国語_国際教養P33_110.indd   

登録できる単位数は7学期24単位、8学期24単位までです。ただし、教職・司書・司書教諭課程科
目は、この中に含まれません。

　「英語学科授業科目表」と「英語学科科目特性表」を参照し、卒業に必要な科目を優先的に履修して
ください。

　原則として3学年（5・6学期）の指導教員の「演習」をそのまま継続して履修します。その場合、履修
登録の手続きは不要です。履修登録の際に各自で確認してください。
　休学・長期留学・留年等をした場合は指導教員の承認が必要です。教務課で登録手続きを行ってく
ださい。

　｢卒業論文」は勉学の集大成を論文として提出し、評価を得て、単位を修得する科目です。論文指導
教員の指導を受け、論文を作成します。
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卒業に必要な単位は128単位です。ただし、コースごとに卒業に必要な単位が定められているの
で、履修登録時に注意をし、卒業要件を満たしているかよく確認してください。
　なお、英語学科には卒業単位が不足した場合の卒業再試験制度はありませんの
で注意してください。


